
          

 

 

 

 

みんながなかよく高め合って、たくましく輝く致芳校をつくろう 
「一人一人が自己の成長を実感し、笑顔になる学校へ」 

       ～できた！わかった！うれしい！授業の創造～ 

 

 

令和５年も終わりに近づいてきました。寒くなり、本格的な

冬がやってきました。２学期も致芳っ子たちは大活躍でした。

制限なしでご家族の皆さんから見ていただいた学習発表会、

少年少女獅子踊りは地区文化祭でも発表することができまし

た。４年ぶりに地域の方々の前で披露することができました。

１１月には学校研究発

表会で市内の先生方に

授業を公開し、活き活きと学習に取り組む姿をたくさんほ

めていただきました。それぞれの取り組み・行事の中で子供

たちは真剣に取り組み、確かに成長しました。その行事の中

で、「奇跡の」と呼べるものがありました。水泳記録会、そ

して運動会の実施でした。夏休み中は、連日熱中症警戒アラ

ートが発令され、プール開放ができたのは２日間だけでした。

夏休みが終わり、８月末に行われた水泳記録会もとても暑い

日でした。午前中に低・中・高学年別に行いました。朝のうち

は大丈夫でしたが、後半は体育館を控え場所として冷房を入

れ、泳ぐときだけプールに出てくるようにして何とか無事に

終えることができました。９月に入っても猛暑は続き、運動

会練習もグラウンドでの

練習は気温の状況を見て、できるだけ短時間で済ませるように

しました。迎えた当日は朝まで雨、予報は曇り。グラウンドは

何とか走ることができる状態で実施の判断をしました。多目的

ホールや体育館も冷房を入れて休憩場所として準備していま

した。気温が上がって蒸し暑くなったものの、子供たちの様子

も見ながら、予定通り終えることができました。次の日に延期

した学校は気温が高く、グラウンド競技は大変だったとお聞きしました。猛暑の中で予定通りで

きた「奇跡の」２つの行事でした。子供たちは暑い夏に負けないで、「いのち」を守り、自分たち

の力を発揮しました。次年度は、行事の時期の変更を含めて考えていきたいと思います。これか

ら冬休みになります。健康で安全な生活を心がけて、すばらしい年をお迎えください。 

 

コミュニティ・スクール 

長井市立致芳小学校だより 

令和５年12月 22日 NO.14 

校是 「和致芳」 
 



≪小さな親切実行章≫ 

１年 井上 玲奈 ２年 松木 景  ３年 小松 星太 

 ４年 橋本 怜旺 ５年 安部諒太郎 ６年 松木 琉依 

  ≪防火ポスターコンクール≫ 

     佳作 永岡 優月  

≪西置賜地区読書感想文コンクール≫ 

入選 ５年 小笠原 華音 「自分に自信をもって」 

≪けん玉ペインティングコンテスト≫ 長井支部の部 

置賜地域地場産業振興センター理事長賞 ２年 古口 愛望 

入選 ３年 荒井 妙 ３年 亀井 茜 ５年 小笠原華音 

≪“いじめ・非行をなくそう”やまがた県民運動 標語コンクール≫  

長井市優秀標語 

4年 髙橋 うらら 「守りたい みんながだれかの 宝物」 

６年 小松 奏心  「優しさは 強い心に 比例する」 

≪人権啓発標語コンテスト≫ 

６年 大峽 咲希 「一人じゃない きっと誰かがそばにいる」 

≪税に関する絵はがきコンクール 長井法人会≫ 

優秀賞 ６年 大峽 咲希「税がみんなを守ってる」 

優秀賞 ６年 松木 琉依「税金はくらしを支える」 

≪西置賜地区読書感想画コンクール≫ 

入選  ６年 大峽 咲希「おいしいやまなしが流れてきた！」 

≪第４２回全国児童画コンクール≫ 

店長賞 ２年 手塚 悠真 

入選  ２年 竹田 樺桜   ２年 斎藤 稜平 

 

 

 

 

 

令和6年（２０２４年） 1月の行事予定   （甲辰） たつ年 

１ 月 ㈷元日 年始休業～８日 12 金 スキー教室４・６年 23 火  

２ 火 閉庁 13 土  24 水 スキー教室２・４年 

３ 水 閉庁  14 日  25 木  

４ 木 閉庁 15 月  26 金 蔵王スキー教室６年 

５ 金  16 火 委員会活動 27 土  

６ 土  17 水 スキー教室３・５年 28 日  

７ 日  18 木  29 月  

８ 月 ㈷成人の日 19 金  30 火 スキー教室２・３・５年 

９ 火 ３学期始業式 20 土  ３１ 水  

10 水 校内書初め会 21 日     

11 木 避難訓練 いなほ号巡回 22 月     

致芳小学校のホームページ・ブログでも子供たちの様子をお
知らせしています。カラーでご覧いただけます。 
こちらのQRコードからどうぞ。 


